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▼
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
界
で

は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り

２
割
～
地
域
に
よ
っ
て
は
４

割
減
、
観
光
リ
ネ
ン
は
そ
れ

以
上
。
他
業
界
も
様
々
な
不

安
を
抱
え
る
中
、
今
後
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
だ
ろ

う
か
▼
過
去
に
も
サ
ー
ズ

な
ど
の
ウ
イ
ル
ス
が
あ
っ

た
。
サ
ー
ズ
の
場
合
、
あ
る

一
定
の
地
域
で
食
い
止
め
ら

れ
、
２
０
０
３
年
７
月
５
日

に
Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
よ
っ
て
終
息
宣

言
が
出
さ
れ
、
32
の
地
域
と

国
に
わ
た
り
８
０
０
０
人
を

超
え
る
症
例
が
報
告
さ
れ
た

と
あ
り
ま
す
。
し
か
し
コ
ロ

ナ
は
２
１
３
の
地
域
で
感
染

者
が
約
２
１
０
０
万
人
、
サ

ー
ズ
と
は
規
模
が
違
う
▼
そ

れ
は
こ
こ
17
年
で
全
世
界
の

つ
な
が
り
、
人
の
流
れ
が
変

わ
っ
た
か
ら
。
も
ち
ろ
ん
経

済
も
。
全
世
界
の
観
光
地
で

は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
生
計
を

立
て
、
大
企
業
は
グ
ロ
ー
バ

ル
に
商
品
、
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
、
お
金
を
動
か
し
て
い

た
が
、
今
後
は
今
ま
で
通
り

に
い
か
な
い
こ
と
も
あ
る
だ

ろ
う
▼
各
社
い
ろ
い
ろ
考
え

は
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
い

ち
早
く
変
化
で
き
る
組
織
が

生
き
残
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
特
に
零
細
企
業
は
人
数

が
少
な
い
分
、
早
く
変
わ
れ

る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
日
本

は
少
子
高
齢
化
が
目
の
前
に

迫
り
、
い
ず
れ
経
済
が
シ
ュ

リ
ン
ク
す
る
、
売
上
が
減
る

と
言
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
が

今
回
、
突
然
や
っ
て
き
た
と

思
え
ば
、
予
定
し
て
い
た
こ

と
を
前
倒
し
し
て
や
れ
ば
い

い
だ
け
の
こ
と
、
と
考
え
れ

ば
い
い
の
で
は
。

　日本の訪問着は、伝統的な友禅などの染色技術と絹織物によって芸術性
の高い衣類として、生活者に理解されている。これに比べて、日本ではどん
な高価な洋服でも実用着としてのイメージが定着しているのではないではない
か？ このことから、着用や保管、クリーニングに対する意識も、きものに対する
ものよりも軽く考えられがちである。結果、三千円のコートも、三十万円のコー
トも「コート1点お預かりしました」になってしまう。

●洋服は軍服など実用着として登場

　日本で、一般の人が洋服を着るようになってわずか150年程度の歴史しか
ない。日本で着用された大量の洋服はまず、明治維新の官軍兵の軍服に始
まった。その後、政治家や日本各地の地方役人も背広を着るようになった。ま
た女性が洋服を着るようになったのも活動的な女性像を求める先進的な人たち
によるものだった。
　また、一般庶民が洋服を日常的に着るようになったのはわずか戦後60数年
のことだ。それも、高度成長期を支えたビジネスマンの背広だった。クリーニン
グ産業も背広の大衆化と共に成長してきたといえる。
　しかし、1980年以降の成熟経済期に入ると様子が変わってきた。実用的
な洋服というものから、シャネルやアルマーニに代表される高級ファッションが登
場してきた。これらの衣類は、実用性よりもデザイン性や風合いが尊重され、
これを着る人のステータスともなっていきた。

 
●友禅と同じシルクプリント

　スカーフに代表されるエルメスのシルクプリントは、絵画のように額装されて室
内に飾られるほどの芸術性で知られている。エルメスは、 1837年にパリに開い
た馬具工房として、ナポレオン３世やロシア皇帝などを顧客として発展した。も
ともと、ヨーロッパの高級ブランドは、庶民の実用着ではなく日本の訪問着のよ
うに、芸術性が高く着る人の品格を表現するものから生まれたものだった。
　イタリアの高級ブランドであるエトロの方から「日本人はきものについては、着
用や保管の手入れに気を使うのに、なぜか洋服についてはあまり配慮しない
ように感じます。」といわれた。同社の製品を見ると、絹製品が多く、しかもハ
ンドドローイングといった芸術的なものもある。こうなると手描き友禅となんら変わ
るところなく、また、ソフトなシルクドレスやスーツに至ってはきもの以上に繊細な
ものであるといえる。
　もちろん、日本のクリーニング業を支えてきた産業イメージは、実用着として
の洋服を低料金で洗う装置的家事代業のイメージであり、これが産業大衆化
の要点だった。
　しかし、高級ブランドの服飾製品にも、きものと同様の配慮と取り扱いが必
要なはずだし、これに対応する新しい産業イメージを創出し提供することが現
代の消費者の期待に応えるものになるのではないだろうか。それは、過去に
作られた「クリーニング業」に対する消費者イメージとは違ったものになるはずだ。

ヨーロッパ高級ブランドは貴族文化の血筋
低料金クリーニングで対応できるのか
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美術品として飾られるエルメスのスカーフ エトロのハンドドローイングといわれる手描き染め


